
▲表彰を受けた方々

【
青
少
年
指
導
員
】

○
枝
川　

千
尋
（
茶
屋
町
）

○
加
藤　

久
昭
（
馬
場
）

○
高
木　

敏
宏
（
石
神
台
）

○
勝
又　

正
孝
（
馬
場
）

○
安
藤　

静
子
（
高
麗
）

○
野
尻　

善
章
（
台
町
）

○
加
藤　

昌
子
（
東
町
）

○
鈴
木　

恵
美
子
（
西
小
磯
東
）

◎
献
詠
俳
句
（
一
般
の
部
）

第
一
位　

茅
ケ
崎
市　

長
島　

久
江

　
幾
世
経
し
　
堂
の
扁
額
　
西
行
忌

　
第
二
位　

平
塚
市　
　

秋
山
ユ
キ
子

第
三
位　

大
磯
町　
　

廣
田　

玲
子

第
四
位　

平
塚
市　
　

岡
崎　

幸
吉

第
五
位　

函
館
市　
　

安
福　
　

巖

第
六
位　

府
中
市　
　

井
上
ひ
ろ
子

◎
献
詠
短
歌
（
一
般
の
部
）

第
一
位　

茅
ケ
崎
市　

山
崎　

綾
子

　
古
き
ジ
ャ
ズ
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に

　
　
紛
れ
い
る
若
き
夫
の

　
　
　
　
　
　
弾
む
声
聴
く

第
二
位　

茅
ヶ
崎
市　

柳
下　

久
枝

第
三
位　

横
浜
市　
　

萩
原　

晶
子

第
四
位　

横
浜
市　
　

島
田
あ
き
子

第
五
位　

平
塚
市　
　

熊
沢　

雅
晴

第
六
位　

茅
ヶ
崎
市　

奥
村　

恵
子

　
◎
献
詠
俳
句
（
小
学
生
の
部
）

第
一
位　

国
府
小
五
年　

近
藤
い
ぶ
き

　
雪
だ
る
ま
　
笑
っ
て
る
け
ど
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
び
し
そ
う

青
少
年
指
導
員
を
委
嘱

○
織
戸　
　

明
（
寺
坂
）

○
狩
野　

恭
子
（
台
町
）

○
本
上　

和
子
（
中
丸
）

　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
敬
称
略
）

　

任
期
は
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課　

☎
内
線
３
２
９

　

次
の
11
名
の
方
を
青
少
年
指
導
員
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

青
少
年
指
導
員
は
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
伸
び
や
か
に
育
つ
こ
と
を
願

い
さ
ま
ざ
ま
な
青
少
年
と
の
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
体
育
指
導
委
員
】

　

仲
川　

三
郎
（
西
小
磯
西
）

　

二
宮　

強
志
（
国
府
新
宿
）

　

内
海　

徳
之
（
中
丸
）

○
小
埜　

建
次
（
生
沢
）

○
池
田　

明
美
（
月
京
）

○
小
林　

三
千
代
（
月
京
）

　

安
藤　

憲
和
（
馬
場
）

○
松
本　

礼
子
（
国
府
新
宿
）

　

奥
野　

枝
美
子
（
山
王
町
）

○
関
野　

行
正
（
神
明
町
）

　

曽
我　

由
紀
夫
（
石
神
台
）

体
育
指
導
委
員
を
委
嘱

○
山
本　

勝
己
（
高
麗
）

○
守
屋　

正
三
（
黒
岩
）

○
伴　
　

紀
子
（
南
下
町
）

○
仲
川　

伸
行
（
西
小
磯
西
）

　

二
宮　

加
寿
子
（
月
京
）

　

杉
山　
　

裕
（
茶
屋
町
）

　

村
上　
　

健
（
台
町
）

○
高
山　

弘
子
（
高
麗
）

　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
敬
称
略
）

○
印
は
平
成
22
年
４
月
１
日
委
嘱

◎
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課　

☎
内
線
３
２
４

【
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

○
竿
頭
綬

　

大
磯
町
消
防
団

○
勤
続
章

　

第
１
分
団 

分
団
長 

西
村
好
男

【
神
奈
川
県
知
事
表
彰
】

○
永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員

　
（
30
年
表
彰
）

　

第
１
分
団
分
団
長 

西
村
好
男

　

３
月
17
日
（
水
）、
大
磯
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
ラ
ス
ト
（
稲
村
百
合
子
代
表
）
か

ら
、
大
磯
み
ど
り
基
金
へ
16
万
円
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
内
に
残
さ
れ
て
い
る

貴
重
な
緑
地
を
保
全
し
て
い
く
と
と

も
に
、
緑
化
の
推
進
を
図
る
た
め
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

３
月
23
日
（
火
）、
聖
ス
テ
パ
ノ
学

園
中
学
校
か
ら
、
ベ
ン
チ
２
脚
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
学
校
前
に
あ
る
バ
ス
停

で
、
高
齢
者
の
方
な
ど
が
バ
ス
を
待
っ

て
い
る
間
少
し
で
も
体
を
休
め
て
も

ら
お
う
」
と
の
思
い
か
ら
、
卒
業
記
念

に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

【
㈶
神
奈
川
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

○
功
績
章

　

第
２
分
団 

分
団
長 
大
澤
正
男

　

第
１
分
団
副
分
団
長 
曽
根
田
博
道

　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

※

階
級
・
所
属
に
つ
い
て
は
平
成
21

　

年
度
中
の
も
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

消
防
総
務
課 

☎(

61)

０
９
１
１

　

次
の
19
名
の
方
を
体
育
指
導
委
員
と
し
て
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
指
導
委
員
は
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
の
指

導
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指
導
、
助
言
を
し
、
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹

介
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
28
日（
日
）、
西
行
法
師
ゆ
か
り
の
地「
鴫
立
庵
」で
、
第
53
回
大
磯
西
行

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
式
典
で
は
、
献
詠
俳
句
・
短
歌
の
入
選
者
の
表
彰
を
、
ま
た
午
後

か
ら
は
俳
句
大
会
・
短
歌
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
各
表
彰
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
学
年
は
表
彰
時
の
も
の
で
す
）

　

３
月
29
日
（
月
）
に
綾
瀬
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
神
奈
川
県
消
防
防
災
功
労
者
表
彰
式

に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
方
々
と
、
消
防
職
員
に
対
し
て

表
彰
状
等
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

稲村　百合子さん
（東　町）

宮島　圭子さん
　（国府本郷）　

熊田　美江子さん
　（大　磯）　

田中　初枝さん
　（二宮町）　

　

３
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委

員
会
臨
時
会
に
て
次
の
４
名
の
方
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
初
枝
さ
ん
は
、
永
年
大
磯
町

成
人
式
で
、
新
成
人
の
晴
れ
着
の
着

く
ず
れ
直
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

稲
村
百
合
子
さ
ん
、
宮
島
圭
子
さ

ん
、
熊
田
美
江
子
さ
ん
は
、
永
年
図

書
館
で
お
話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課　

☎
内
線
３
２
３

第
二
位　

大
磯
小
六
年　

串
橋
玲
穏

第
三
位　

国
府
小
五
年　

鈴
木
穂
乃
花

第
四
位　

大
磯
小
四
年　

山
田
柚
菜

第
五
位　

大
磯
小
六
年　

野
島
裕
太

第
六
位　

国
府
小
六
年　

竹
内
瑛
美

◎
献
詠
俳
句
（
中
学
生
の
部
）

第
一
位　

ス
テ
パ
ノ
中
二
年　

　
　
　
　
浅
田
忍
偲

冬
菫
　
窓
か
ら
見
え
る
　
海
の
色

第
二
位　

千
葉
市
立
新
宿
中
一
年　

　
　
　
　

中
村
由
美

第
三
位　

国
府
中
三
年　

山
﨑
涼
太

第
四
位　

千
葉
市
立
新
宿
中
二
年　

　
　
　
　

木
村
凛
也

第
五
位　

千
葉
市
立
新
宿
中
二
年　

　
　
　
　

江
澤
綾
花

第
六
位　

大
磯
中
一
年　

　
　
　
　

海
老
原
慎
吾

◎
献
詠
短
歌
（
小
・
中
学
生
の
部
）

第
一
位　

国
府
中
三
年　

竹
内
仁
美

な
め
く
じ
の
歩
い
た
跡
が
き
ら
き
ら
と

　
冬
の
空
気
を

　
　
澄
み
渡
ら
せ
る

第
二
位　

国
府
小
六
年　

吉
川
み
の
り

第
三
位　

千
葉
市
立
新
宿
中
二
年　

　
　
　
　

青
木
郁
海

第
四
位　

大
磯
中
一
年　

青
木
加
奈

第
五
位　

国
府
中
三
年　

高
橋
洋
子

第
六
位　

国
府
小
六
年　

小
泉　

練

● 

俳
句
大
会

第
一
位　

山
髙　

江
津
子

沢
音
に
　
う
な
が
さ
れ
た
り
　
初
桜

第
二
位　

遠
藤　

由
樹
子

第
三
位　

久
保　

千
恵
子

● 

短
歌
大
会

第
一
位　

土
井　

紀
枝

父
と
子
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の

　
球
逸
れ
て
平
城
京
跡

　
　
　
　
夏
し
ず
か
な
り

第
二
位　

須
藤　

ト
キ
子

第
三
位　

山
本　

和

◎
問
い
合
わ
せ

　

環
境
経
済
課　

☎
内
線
２
６
３

　

さ
っ
そ
く
、
バ
ス
停
前
に
設
置
し
、

バ
ス
を
待
つ
間
の
休
憩
場
所
と
し
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

３
月
24
日
（
水
）、（
有
）
読
売
大
磯

か
ら
、「
ポ
ケ
モ
ン
と
い
っ
し
ょ
に
覚

え
よ
う
！
こ
と
わ
ざ
大
百
科
」
及
び

「
こ
ど
も
の
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」

を
60
冊
ず
つ
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
内
小
中
学
校
や
図
書
館

な
ど
に
配
架
し
、
教
育
の
推
進
に
役

立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

政
策
課　

☎
内
線
２
０
７

寄
附
に

対
す
る
お
礼

寄
附
に

対
す
る
お
礼

み
ど
り
基
金
に
寄
附

ベ

ン

チ

を

寄

附

こ
と
わ
ざ
大
百
科
な
ど
を
寄
附

▲寄附を受ける三好町長

▲バス停前に設置されたベンチ▲寄附された｢ニュースウィークリー｣と｢ことわざ大百科」

平
成
21
年
度
消
防
防
災
功
労
者
表
彰
式

教
育
委
員
会
表
彰

　　　　　広報おおいそ　平成22年5月 12


